
文
化
祭
１
日
目
は
、
昨
年
ま

で
会
場
と
し
て
使
用
し
て
い
た

川
商
ホ
ー
ル
が
改
修
工
事
中
の

た
め
、
今
年
は
日
置
市
の
伊
集

院
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

初
め
て
の
会
場
で
準
備
に
と
ま

ど
い
も
あ
っ
た
が
、
ス
テ
ー
ジ

と
観
客
の
距
離
が
近
い
こ
と
か

ら
当
日
は
会
場
の
一
体
感
が
高

ま
っ
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ

た
の
は
書
道
部
。
「F

a
m
i
l
y

S
o
n
g

」
の
歌
詞
を
部
員
が
交

代
で
書
き
進
め
て
い
く
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
会
場
は
一
気
に
引
き

込
ま
れ
た
。

美
術
科
制
作
の
毎
年
恒
例
の

本
校
職
員
が
出
演
す
る
パ
ロ
デ
ィ

動
画
「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
」
は
、

今
年
は
タ
イ
ム
リ
ー
プ
を
テ
ー

マ
に
先
生
方
が
熱
演
。
バ
ブ
ル

時
代
等
を
コ
ミ
カ
ル
に
演
技
す

る
姿
に
生
徒
た
ち
か
ら
歓
声
が

上
が
っ
た
。

英
語
コ
ー
ス
に
よ
る
デ
ィ
ベ
ー

ト
対
決
で
は
、
「
恋
人
に
す
る

な
ら
“
み
ん
な
に
優
し
い
人
”

か
“
自
分
だ
け
に
優
し
い
人
”

か
」
と
い
う
議
題
で
英
語
で
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。

午
後
の
部
は
演
劇
部
の
引
き

込
ま
れ
る
よ
う
な
演
技
で
幕
を

開
け
た
。
音
楽
部
は
「
ご
ん
ぎ

つ
ね
」
を
合
唱
し
、
高
い
表
現

力
と
ス
ト
ー
リ
ー
性
で
観
客
の

涙
を
誘
っ
た
。
最
後
は
吹
奏
楽

部
が
一
体
感
あ
ふ
れ
る
圧
巻
の

演
奏
を
披
露
し
、
１
日
目
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
。
台
風
の
影

響
で
十
分
な
練
習
時
間
を
確
保

で
き
な
か
っ
た
部
活
や
ク
ラ
ス

も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
感
じ
さ

せ
な
い
ほ
ど
完
成
度
の
高
い
ス

テ
ー
ジ
部
門
と
な
っ
た
。

〔
内
野
心
春
〕

文
化
祭
２
日
目
は
、
学
校
で

展
示
と
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、
松

陽
生
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々

や
他
校
の
生
徒
も
多

く
訪
れ
、
校
内
は
終

日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

た
。

３
年
８
組
は

「
温
故
知
新
～
和
の

美
学
」
と
題
し
て
多

目
的
ホ
ー
ル
を
日
本

庭
園
風
に
設
営
。
小

物
類
、
美
術
作
品
、

似
顔
絵
等
が
販
売
さ

れ
た
。
同
時
に
販
売

さ
れ
た
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

ズ
カ
ー
ド
は
、
先
生

方
の
顔
写
真
を
「
平
成
レ
ト
ロ
」

な
雑
誌
風
に
合
成
し
た
も
の
で

人
気
を
集
め
、
瞬
く
間
に
完
売

し
た
。
各
ク
ラ
ス
の
展
示
で
は
、

１
年
４
組
の
「
終
焉
の
観
測
者

が
残
し
た
聖
域
（
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
）
～
松
陽
迷
宮
（
エ
タ
ー

ナ
ル
ラ
ビ
リ
ン
ス
）
～
」
に
行

列
が
出
来
た
。

事
件
の
謎
を
解

き
、
正
解
の
扉

を
開
く
こ
と
で

物
語
が
進
む
仕

掛
け
が
魅
力
的

で
、
某
探
偵
漫

画
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
扉
の
再

現
も
来
場
者
の

興
味
を
引
い
た
。

２
・
３
年
生

が
企
画
し
た
バ

ザ
ー
で
は
、
ヤ

ン
ニ
ョ
ム
チ
キ

ン
、
肉
巻
き
お
に
ぎ
り
、
か
ら

あ
げ
な
ど
、
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー

が
提
供
さ
れ
た
。
体
育
館
で
の
、

バ
ザ
ー
の
当
日
券
販
売
で
は
、

多
く
の
地
域
の
方
々
が
朝
早
く

か
ら
行
列
を
作
り
、
お
目
当
て

の
チ
ケ
ッ
ト
を
買
い
求
め
て
い

た
。
地
域
住
民
の
方
々
に
松
陽

高
校
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
た

だ
く
機
会
と
な
っ
た
。

〔
長
野
雄
太
〕

一
学
期
は
松

伊
戦
や
文
化
祭

な
ど
の
学
校
行

事
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

夏
休
み
が
終
わ

り
、
残
暑
の
中

に
も
朝
夕
の
涼

し
さ
を
感
じ
る
こ
の
頃
、
ふ
と

何
か
寂
し
さ
を
覚
え
る
人
も
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
多

く
の
三
年
生
は
部
活
動
を
引
退

し
、
進
路
実
現
に
向
け
て
本
格

的
に
動
き
出
す
。
一
・
二
年
生

は
定
期
テ
ス
ト
や
部
活
動
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て
気

持
ち
を
切
り
替
え
て
取
り
組
む

時
期
と
な
る
。
▼
一
方
で
、
新

し
い
目
標
に
向
か
っ
て
懸
命
に

努
力
す
る
中
で
、
将
来
へ
の
不

安
や
孤
独
を
抱
え
て
し
ま
う
人

も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
そ
ん

な
時
こ
そ
、
誰
か
と
顔
を
合
わ

せ
て
挨
拶
を
交
わ
し
た
り
、
言

葉
を
交
わ
し
た
り
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
今
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
簡
単
に
や

り
取
り
で
き
る
時
代
だ
が
、
文

字
だ
け
で
な
く
、
相
手
の
笑
顔

や
表
情
、
声
の
ト
ー
ン
を
感
じ

な
が
ら
受
け
取
る
言
葉
に
は
、

人
を
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
る
力

が
あ
る
と
思
う
。
▼
言
葉
に
は
、

孤
独
や
不
安
を
和
ら
げ
、
前
に

進
む
力
を
与
え
る
働
き
が
あ
る
。

不
安
な
時
こ
そ
、
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
挨
拶
を
交
わ
し
、
直

接
顔
を
合
わ
せ
て
話
し
た
り
相

談
し
た
り
し
て
ほ
し
い
。
特
別

な
言
葉
で
な
く
て
も
、
何
気
な

い
日
常
の
一
言
が
誰
か
の
支
え

と
な
り
、
自
分
自
身
の
力
に
も

な
る
は
ず
だ
。
言
葉
の
力
を
忘

れ
ず
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過

ご
し
て
ほ
し
い
。〔

坂
元
咲
愛
〕
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制作者 陳尾優月(2-8)

左の青い魂は無気力

で冷めた私、右の赤い

魂はそんな自分に怒り、

そこから離れようとす

る私を表現している。

動けなかった私と動

き出そうとする私、そ

の両方が存在した瞬間

を大切に記録した。

第72回県美展公募の

部新人賞受賞作品。

〔馬渡奏多〕

春夏の松陽生の活躍が満載

1面…第４3回文化祭特集

「次の未来を描く」

2面…美坂先生のイタリア留学記

3面…松陽生の活躍特集

「煌めく松陽生」

4面…松陽から夢実現

「Lumeraデビュー」

松陽グルレポ探検隊

「かっちゃんラーメン」

VOL.10

６
月
17
日
、
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
で
第
10
回
全
九

州
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
全
九
州
総
文
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
大
会
テ
ー
マ
は
「
き
ば
っ
ど
！
九
州
の

鼓
動

未
来
へ
届
け
」
。
全
九
州
総
文
は
、
九
州
・
沖
縄
各
県
の
高

校
生
約
２
千
名
が
参
加
し
芸
術
・
文
化
活
動
の
発
表
・
競
技
・
交

流
等
を
行
う
。
来
年
２
月
ま
で
通
年
で

実
施
さ
れ
、
美
術
・
工
芸
、
書
道
、
写

真
、
文
芸
、
囲
碁
、
弁
論
、
放
送
、
小

倉
百
人
一
首
か
る
た
、
吹
奏
楽
の
９
部

門
が
順
次
行
わ
れ
る
。
多
く
の
松
陽
高

校
生
が
実
行
委
員
等
で
も
参
加
す
る
こ

の
大
会
に
注
目
し
た
い
。
〔
長
野
雄
太
〕

全
九
州
高
校
総
文
鹿
児
島
大
会
ス
タ
ー
ト

通
年
で
９
部
門
が
開
催
へ

文化の祭典 松陽生躍動

「
次
の
未
来
を
描
く
」
テ
ー
マ
に

６
月
５
日
（
金
）
・
６
日
（
土
）
の
２
日
間
、
第
43
回
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
咲
い
た
先
へ
、
今
を
つ
な
ぐ

～
そ
れ
ぞ
れ
の
色
が
、
次
の
未
来
を
描
く
～
」
。
近
年
、
多
様
性
を
重

視
し
た
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
き
た
松
陽
高
校
ら
し
く
、
今
年
は
“
多
様
性
の
先
に
広
が
る
未
来
”
を
感
じ
さ

せ
る
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ス
テ
ー
ジ
や
展
示
が
披
露
さ
れ
た
。
１
日
目
は
、
改
修
工
事
で
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
川
商
ホ
ー
ル
に
代
わ
り
、
伊
集
院
文
化
会
館
で
開
催
。
２
日
目
は
学
校
で
バ
ザ
ー
や
展
示
が
行

わ
れ
、
両
日
と
も
多
く
の
保
護
者
や
地
域
住
民
が
来
場
し
、
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

ス
テ
ー
ジ
部
門
は
伊
集
院
文
化
会
館
で
実
施

第43回
文化祭

コ
ン
パ
ク
ト
な
会
場

一
体
感
高
ま
る

文
化
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
書
道
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「
墨
躍
筆
走
」
（
ぼ
く
や
く
ひ
っ
そ
う
）
。
蛍
光
色
の
文
字
が
光
る

演
出
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
（
伊
集
院
文
化
会
館
）

昭
和
、
平
成
の
エ
モ
い
演
出

に
生
徒
た
ち
は
爆
笑
。
普
段
と

違
う
先
生
方
の
好
演
に
声
援
が

送
ら
れ
た
。
（
美
術
科
動
画
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
ズ
）

多
目
的
ホ
ー
ル
に

鯉
が
舞
う
庭
園
出
現

多彩なバザー・展示でにぎわい
日
本
の
和
を
取
り
入
れ
た
屏
風
や

建
物
の
演
出
。
手
づ
く
り
の
小
物
や

陶
芸
作
品
等
を
家
族
連
れ
等
が
次
々

と
買
い
求
め
た
。
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

教
室
棟
に
18
の
バ
ザ
ー
の
店

舗
が
軒
を
連
ね
た
。
写
真
は
３

年
５
組
の
「T

h
r
e
e

F
i
v
e

キ
ッ

チ
ン
」

全
九
州
総
文
鹿
児
島
大

会
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
か
ご
ま
る
」

〔お知らせ〕「松陽スピリット」のバックナンバーは，学校の公式ＨＰからカラーでご覧になれます。


